



































































































この研究計画は､初期は北大 (田中､樋浦､阿部)､東大 (池田､堀内､滝川)京大 (塞















































PTPSuppl.No.56(1974)全巻;北大グループ 田中 一､赤石 義絶等.(良
期研究計画 ;1971-1974核力と少数多体系の研究会の纏め｡)
F) "ElementaryModelsofExcitationinSphericalOdd-MassNuclei"

























































上記の様なような状況を踏 まえて､基研の これか らについて述べてお きたい｡具体的な




基本精神 - YukawaGeis七一 ともいえる基本精神｣
があると考えている｡
Ⅵユkawalnstituteの意味は､この精神或は理念を貴ぬ くと云 う事にあると思 っていま
す｡ これが､基研の これか らのすべてに対する前提であるよ う思っていますム私な りに纏 め
ると､その基本精神は
学問の創造 に関する深 く広い見識､
人間の 自然 に対す る働 きかけに対する強い信頼
ではないか と思 っていますム
基桝の特長 と して最 も大事なことは､基礎物理学の全ての学問分野を含んでいることで
ある｡素粒子物理学 ･原子核物理学 ･宇宙物理学 ･物性物理学を含む､基礎物理学の全体の
発展に責任をもつ研究所である､と言うことにあると考えていますムそれ故に､構成 してい
る上記学問分野間の､積極的な連帯 ･協力がなによりも大事な命でもあると考えています｡
又､国内的 ･国際的に課せられている責任が果たせる共同利用研究所として機能する為に
は､次のことが不可欠であることも付言 しておきたい｡
1) 高い水準の創造性のある日本での研究の蓄積と､それを推進することの機能を今まで
以上に持つ研究センターであること｡
2) 国際協力に対するさまざまな要求に応えられる国際センターの機能を持っ研究所で
あること｡(国際理論研究センターの体制の創出｡)
研究部員会 ･運営委員会
英知を集めると共に衆知を集める｡日本の基礎物理学の発展に責任を持つ人全体の意見
を反映させる為に是弗必要である｡研究所に対する高度かつ様々な種頓の要求がこれまで以
上に満たせる様に運営を行う為にも､是非継承されることが必要である｡
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